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大雪被害による坑廃水処理施設停止による影響等について 

 

当社秩父事業所につきましては、平成 26年 2月 18日開示の通り、先般、14日以降

の積雪により、操業不能となっております。 

本日、埼玉県等により、ヘリコプターによる現場確認（含む当社従業員 1名）が行わ

れましたので、その後の状況を以下ご報告申し上げます。 

 

記 

1. 被害状況等について 

（1） 事業所までの除雪進捗状況は、事業所の手前約 3.5kmまでで、以降の区間は

雪崩が連続して発生したことに伴う大量積雪のため、除雪完了までの目処は

まだ立っておりません。 

従って、除雪完了まで陸路により同事業所に立ち入ることは困難であり、操

業停止状態が続いております。 

（2） この間、自家発電設備が大雪の影響等により停止したため、坑廃水の処理作

業（薬品処理、沈殿池処理等を行い、無害化した上で、川へ放流）も停止の

状態となっております。 

（3） この状況が継続しますと 3月上旬以降には、坑廃水が未処理のまま川へ流れ

込む可能性があります。尚、現時点では川への流入は確認されておりません。 

（4） 当社は、今回の事態発生と同時に経済産業省関東東北産業保安監督部及び埼

玉県並びに秩父市等関係当局と連絡を取り、逐次状況の報告等を行うと同時

に、引き続き具体的な対策を協議申し上げ、復旧作業に直ちに着手出来るよ

う、準備を進めているところであります。 

 

2. 業績への影響について 

詳細については現在調査中であり、業績への重大な影響が見込まれる場合には、

速やかにお知らせいたします。 

以上 


